
日南町第７回臨時R元年11月11日
日南町告示第29号
　令和元年第７回日南町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　令和元年11月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　中　村　英　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　令和元年11月11日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　付議事件
　　１．令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）
　　２．令和元年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　古　都　勝　人君
　　　　　　　岡　本　健　三君　　　　　　　　　　　荒　木　　　博君
　　　　　　　櫃　田　洋　一君　　　　　　　　　　　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　　近　藤　仁　志君　　　　　　　　　　　久　代　安　敏君
　　　　　　　坪　倉　勝　幸君　　　　　　　　　　　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　令和元年　第７回（臨時）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年11月11日（月曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年11月11日　午前９時開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第95号　令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）
日程第４　議案第96号　令和元年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第２号）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第95号　令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）
日程第４　議案第96号　令和元年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第２号）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（10名）
　　　　　　１番　大　西　　　保君　　　　　　２番　古　都　勝　人君
　　　　　　３番　岡　本　健　三君　　　　　　４番　荒　木　　　博君
　　　　　　５番　櫃　田　洋　一君　　　　　　６番　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　７番　近　藤　仁　志君　　　　　　８番　久　代　安　敏君
　　　　　　９番　坪　倉　勝　幸君　　　　　　10番　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（０名）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　花　倉　幸　江君　　書記　───────　川　上　知　也君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　中　村　英　明君　　副町長　──────　丸　山　　　悟君
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総務課長　─────　木　下　順　久君　　住民課長　─────　淺　田　雅　史君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分開会
○議長（山本　芳昭君）おはようございます。
　ただいまの出席は１０名であります。定足数に達していますので、令和元年第７回日南
町議会臨時会を開会いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。
　タブレットの報告書ファイルをお開きください。地方自治法第１２１条の規定により、
本臨時会に出席を求めた者は、１ページの報告書のとおりであります。
　本町の監査委員から、令和元年１０月１７日付をもって、地方自治法第２３５条の２の
規定による例月出納検査の結果について報告がありました。２ページから１２ページのと
おり報告いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（山本　芳昭君）日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。
　会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、９番、坪倉勝幸
議員、１番、大西保議員の２名を指名いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（山本　芳昭君）日程第２、会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これに御
異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日と
決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）ここで執行部からの発言が求められていますので、これを許しま
す。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）改めまして、皆さん、おはようございます。
　臨時議会の招集で全員の皆さんにお越しいただいたこと、出席していただきましたこと
にまずお礼を申し上げたいというふうに思います。
　暦の上ではもう立冬が過ぎました。本年も余すところあと１カ月半ということでありま
して、地域では町の除雪機の配備を進めているところでありまして、これから冬の準備が
必要だろうというふうに思っております。
　９月の定例議会が終わった後、１０月、１１月ということで、本当に町内ではいろいろ
な事業、行事がありまして、町民の皆様、あるいは議員各位にもたくさん御参画いただき
まして、お礼を申し上げたいというふうに思っております。６０周年の式典もありまし
た。モンゴルの訪問団も受け入れがありました。にちなん日和、あるいはふる里まつり、
一昨日は多里のほうで消防団の秋季演習もありましたし、昨日は菅沢ダムの５０周年の式
典ということであったり、あるいは日本通運さんの日通の森が土日ということでありまし
て、ことしがちょうど１０年目ということでありまして、会社のほうの副社長のほうもお
越しいただいて、実際に植栽をしていただいたということであります。
　私のほうからちょっと本日の開会に当たりまして、２点ほどお願いなり報告をさせてい
ただきたいというふうに思っております。
　１点目ですが、９月の定例会の閉会のときにも若干触れましたけれども、いわゆる公立
病院・公的病院の関係でありますが、９月の終わりには私のほうから病院は守りたいとい
う説明をさせていただきましたけれども、その後、いろいろな関係機関も含めて、国への
要望等を行ってきたところでありますが、結論的に申し上げますと、やはり町民の皆さん
はまだまだ不安というか、お持ちだろうというふうに思っておりまして、改めて私のほう
から申し上げますけれども、日南町立の病院につきましては、今後も廃止あるいは再編と
いうことはありませんので、ぜひとも住民の皆さんには安心していただきたいということ
をお伝えしたいというふうに思っております。
　１１月の６日だったと思いますが、鳥取県の議会議員によります自治体病院を考える会
というのがそのときにありまして、その際、厚労省のほうの幹部の方も来られまして、意
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見交換の場が設定されまして、私自身もそうですし、県内の病院の関係者も多く集まった
会でありまして、その中でいろいろな意見交換がありましたけれども、幹部の方からは、
いろんな意見を受けまして、あるいは全国的に、今、回っておられるようでありますけれ
ども、拙速な公表につきましては反省をしているということと、いろいろな多面的な悪影
響があったということは認識したということであります。
　もともと今回の公表につきましては、それぞれの県の医療圏というところがありまし
て、鳥取県でいきますと、東・中・西というところのくくりの二次医療圏というのがあり
まして、その圏域の中の地域医療構想というところの議論をしてほしいというのが主であ
ったというふうに聞いておりますけれども、とはいいながら、今回のあり方というのはや
はり拙速であったというふうに私自身も思っていますし、そういった意見をその場でいろ
んな皆さん方からの御意見もあったというふうに思っております。
　改めて申し上げますけれども、日南病院がすぐすぐ廃止するとか再編するということで
はありませんので、住民の皆さんにはお伝えしておきたいというふうに思っております。
　２点目ですけれども、台風の１５号あるいは１９号等がありまして、東日本地域の本当
に豪雨があったという件でありますが、行政部門の中で鳥取県を経由しながら日南町の職
員もお二人派遣をしております。派遣先は長野県の飯山市というところでありまして、職
員２人を派遣をしまして地域の災害の対応に支援を行ってきたところでありますので、御
報告を申し上げたいというふうに思っております。
　また、これに係ります義援金の関係ですが、日南町の社会福祉協議会のほうで、窓口と
いうことで、今、受け付けをしているところではありますけれども、なかなか義援金のほ
うが集まってないというのが状況でありまして、私たちも、職員も含めてですが、義援金
のほうを募っていきたいということで、役場の窓口のほうに義援金箱を設置しましたの
で、その中身はまた町の社会福祉協議会を経由して、赤十字のほうから配られるというふ
うに思っておりますが、新たに役場の中に、窓口のほうに義援金箱を設置しておりますの
で、ほんの気持ちを、皆さん方の、募っていきたいというふうに思っておりますので、御
承知おきいただきたいということと、お願いを申し上げたいというふうに思っております
ので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。
　本日は、臨時議会ということで、補正予算のほうをお願いしておりますので、御理解い
ただきますように、私からの冒頭の挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお
願いします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　議案第９５号
○議長（山本　芳昭君）タブレットの議案書ファイル２ページをお開きください。日程第
３、議案第９５号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第９５号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）と
いうことで、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１５０万円を追加し、歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ８０億３，０４６万５，０００円とするものであります。
　地方債の補正ですけれども、第２表の地方債補正をごらんいただければというふうに思
います。
　主な内容ですけれども、歳入のほうですが、繰越金として４５０万円、前年度繰越金か
らでありまして、再生可能エネルギー発電事業特別会計への繰り出しを原資とするもので
あります。
　もう１点が、町債でありまして、７００万円ちょうどです。過疎債のソフトのほうであ
りまして、住宅改修助成事業の財源として充当するものであります。
　歳出のほうですが、住宅改修助成事業のほうに７００万円、委託料と補助金でありま
す。住宅改修助成事業の決算見込みの増によりまして、不足分の補正をお願いするもので
あります。現在、１０月末ですが、工事費総額ベースで７，０００万円程度ありまして、
補助額ベースで申し上げますと１，１８０万円程度で１０月末ではあります。住民の皆さ
んからの御要望があるということでありますので、補正をお願いするものであります。
　もう１点は、新エネルギー推進事業に４５０万円ということで、繰出金であります。再
生可能エネルギー発電事業特別会計への繰出金をお願いするものであります。
　以上、私からの説明であります。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。ただいま提案させていただきました一般会
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計補正予算につきまして、若干追加の説明をさせていただきます。
　タブレット５ページ目でございます。第２表、地方債の補正でございます。今回、起債
の目的といたしまして、過疎地域自立促進特別事業、いわゆる過疎のソフト事業につきま
して、限度額を補正をさせていただければというふうに思います。限度額の補正額は、先
ほど町長が申しました住宅改修助成事業に係る補正額７００万を加えるものでございま
す。その他、起債の方法等につきましては変わりございませんので、よろしくお願いいた
したいと思います。
　また、あわせまして、次の議案９６号にも若干関連いたしますが、一般会計からの繰り
出しについても追加の説明をさせていただきたいというふうに思います。
　今回、再生可能エネルギー発電事業におきまして、石見小水力発電所の仮復旧の工事費
につきまして、予算をお願いするものでございますけども、これに伴う財源としまして、
一般会計のほうから一般財源としての繰り入れをさせていただければというふうに考えて
おります。仮復旧事業ということで、本来でありますと、特会のほうで起債を起こして対
応するというのが筋ではございますけども、仮復旧事業には起債が使えないということが
ございまして、今回、充てる財源が特会の中にございませんので、一般財源のほうから繰
り入れを行うということで、今回の補正をお願いしておるものでございます。どうぞよろ
しくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）住宅改修助成条例が今年度新たに改正されて、上限が４０
万円というふうになったわけですが、これに伴って、例えばかつて３０万円で助成を受け
ていられた人が新たに追加で申請された件数というのがわかれば教えていただきたいし、
上限額が上がったことによる全体としての評価ですね、この制度についてどう考えていら
れるかについて質問をいたします。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）追加で、今までの限度額以上、４０万円まで助成できるとい
うことで、例えば３０万使われた方が残り１０万を使うという御質問だと思われますけど
も、その数値としてはまだ拾ってはおりませんけれども、新規で４０万丸々本年度使われ
た方は５件でした。ただ、先ほど議員言われたように、満額まで使われるという方も結構
たくさん出てこられまして、件数はかなりあったと思います。それは３０万まで行かなく
ても、１０万、２０万使った人が残り２０万、３０万使われるというケースもありますの
で、ですのでかなりの件数はあったと思いますが、ちょっとそこまでの数字は拾ってない
ということを御容赦いただきたいと思います。
　それから、全体としての評価ですけれども、これまでこの事業を行ってきたということ
で、新規で使われることより先ほど言われたような追加で使われるという方のほうが多か
ったように思います。というのが、先ほど言いましたように大きな工事でも５件しか満額
使われる方がなかったというのは、これまで使われてきた方が多かったということだと思
います。それと、あとこの事業が３０万円が下限だったものを２０万円に下限も下げてお
りますので、使いやすい補助金になったということで、皆さん方も簡易な修繕工事等でも
使われるケースもやはりあったと思います。そういうことで、件数的にはかなり伸びてお
るということで、この事業も町民の方々に浸透してきたのかなというようなイメージは持
っておるところでございます。以上です。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）補正予算の質問していいんですね、議長。
○議長（山本　芳昭君）はい。
○議員（１番　大西　　保君）いいですね。
　そうしますと、再生可能エネルギーの……。
○議長（山本　芳昭君）再生じゃ……。住宅改修。一般会計。
○議員（１番　大西　　保君）一般会計。はい。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）関連した質問でございます。かつてから私も情報が入って
おりまして、この場でもお話ししたこともあるわけですが、補助の半分が商工会の商品券
という構成になっておって、１５万とか、多額な商品券をいただくわけですけども、高齢
の世帯においては、短期間でそれが使えないというような意見も届いております。たしか
この商品券は６カ月有効か何かだったと思っておりますけれども、そこら辺の情報につい
て、執行部のほうは押さえておられますでしょうか。
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○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）以前、商工会のほうにこの補助金として出す商品券で、どう
いった使い道、どういった業種の方で使われたのかというような統計をとっていただいた
ことがございます。その中では、やはり一番多かったのは、単体のお店ですとやはり丸合
さん、このお店で約３割、２９％の方が使っておられました。その次に多いのが、あとは
もう単体のところは少のうございまして、業種として御説明させていただきますけれど
も、その他小売業、これはいろんな業者も入っておると思いますけれども、ガソリンスタ
ンドであるとか地域の商店、そういったところで使われておるのが全体の４４％を占めま
す。いうことで、それで約７割から８割程度の使用があって、あと残りが建設、建築とい
うことですので、家のほうを別の要件で直された際に、そういったものに使われるという
ケースがあとの残り２６％程度ありました。あと、少ないですが、サービス、飲食等で使
われるのも１％程度というような、これが全ての使い道でございましたので、御報告させ
ていただきたい……。
　失礼しました。発行に対する利用率については、その年には全ての方にとりに来ていた
だいて、換金はその時期時期にちょっとなかなか拾うことができませんので、１００％そ
れが使われたかどうかいうのはなかなか数値としては出てきませんけれども、商品券を受
け取りには全ての方に来ていただいております。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。いいですか。
　そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第３、議案第９５号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第５号）の討論を許し
ます。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第９５号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第９６号
○議長（山本　芳昭君）タブレット１３ページから。日程第４、議案第９６号、令和元年
度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。
　本案につき、提案者からの提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第９６号、令和元年度日南町再生可能エネルギー発電事業特
別会計補正予算（第２号）であります。
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４５０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ２，０００万２，０００円とするものであります。
　主な内容でありますが、歳入のほうは、繰入金ということで４５０万円、一般会計から
の繰入金であります。
　歳出のほうですが、再生可能エネルギー発電事業ということで４５０万円であります。
工事請負費でありまして、新石見小水力発電所の水路の仮復旧に係ります工事請負費の補
正をお願いするものであります。このたびは仮設というか、仮復旧という形の中での施工
をして、早期な水の流れをして、収益のほうにつなげていきたいというふうに思っており
ます。あくまでも今回は応急対応ということでありまして、仮設管のほうをφ８００の高
密度ポリエチレン管を主として設置するものでありまして、そういう内容でありまして、
本復旧につきましては、これからさらに、今、設計のほうを出しておりますので、その完
成後の中で金額等を確認しながら、これからの対応にしていきたいというふうに思ってお
りますので、御理解いただければと思います。あくまでも今回につきましては応急対応と
いう形で設置の工事を、仮設工事のほうを行いたいというふうに思いますので、よろしく
お願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を行います。
　８番、久代安敏議員。
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○議員（８番　久代　安敏君）まず、今、町長から説明がありましたけども、９月３０
日、９月議会で補正予算、設計委託料を３５０万議決してますよね。今、この設計委託業
務がどこまで進んでいて、だから今回、緊急に補正対応で導水管の仮復旧をしようとする
ことになった、その経緯について説明を求めたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）今、本復旧に向けての設計を行っておりますけれども、それ
をもって、今、これまでも御説明しました鳥取県との協議のほうを進めております。今現
在のそのお話の中で、新年度、いわゆる４月からは測量設計に入って、あそこのいわゆる
ロックネット、その部分のやり直しをやりたいということを聞いております。そうします
と、これから約４カ月以上、間違いなく導水管を復旧させることができないということに
なりますと、その間のいわゆる損失といいますか、月１００万として４００万、それか
ら、そこから測量設計ですので、それからまだ時間がかかると思われます。その間とめて
おくのであれば、このたび仮設管でも通して、そこである程度収益を上げたほうがいいと
いう判断のもとで、このたびの臨時議会での上程を決めたということの経過でございま
す。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）９月の補正でした３５０万の設計委託は現段階でどの程度
進んでおって、もう１点、新たに導水管全体を設計するということを言われましたけど
も、それは県と町とのいえば負担割合というか、その辺のことも詰めておられますか。そ
の２点をお聞きします。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）今、この委託の中では本復旧までの委託を発注しております
ので、町としてですね、ですので、そこの今破損した部分、いわゆるロックネットの裏の
導水管の復旧の本復旧までの設計をしていただくようにしております。その図面等を見て
いただきながら、どちらがどのような負担をしていくのかというのは、これからその図面
を示しながら鳥取県との協議に入るということでございます。その協議に入るにも、やは
り鳥取県の測量設計も待たなきゃいけませんし、当然うちのどういう図面ができ上がるの
かというところも見ながらこれからの協議に入っていくということになります。どこまで
できておるのかといいますと、今、仮復旧の図面等も描いていただきましたけれども、横
断のどのような形にしていくのかというようなざっとしたものを、こういった形にしたら
どうかというようなものを提案を受けながら協議を進めておるという段階でございます。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）この推進事業の工事の見積もり、設計業務とかいうことで
すけども、実は先週、議会報告会、また住民との意見交換会の中でもやっぱり町民の皆さ
んも結構心配しておられますし、どうなっておるんだという質問ありまして、ちょっとあ
えて言うんですが、３年ほど前に大きな事故が起きて、その後の今後の収支計算はどうな
るかということで、前課長が償却年数であるとかいうことをされましたけども、そういっ
たやつの見直しを今されているのか、そのままなのか、これからかかっていく、要するに
買電の価格が幾らで、その後で変化していくとか、要するに収入と出ですね、その辺のも
のはまとめておられますでしょうか、現時点で。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）たしか久代議員さんだったと思いますけど、以前その質問を
いただきまして、答えさせていただきましたけども、まだ１年動いてないので、１年ちょ
っと収入の状況を見せていただいてからつくらせていただきますという答弁をさせていた
だいたと思うんですけれども、実際に今シミュレーションしているのは、かなりそういっ
た意味では収入についても、それから今回の事故のこともありまして、非常に雑駁な資料
にはなっておりますけれども、今現在、本復旧まで含んでないいわゆる収支計画というも
のは課内では今作成しておりまして、大体のこれぐらいなのかなというのは持っておるん
ですけれども、口頭でしかちょっとお答えできませんけれども、大体、今、月に１８０万
から１００万程度の収入が見込まれるということで、年間１，８００万の収入を見込ん
で、ただし、それはＦＩＴの期間中ですので、２０３４年までその金額がいただけると仮
定しての話になります。それ以降は大体収入のほうも半額になるのかなというような見込
みを、まだ本当にここは全くの見込みですので、何とも言えませんけれども、そういった
見込みのもとで収支のほうを検討していきますと、２０６２年ということで、約４０年後
のいわゆる黒字になるというような今試算をしております。まだまだこれは非常に、さっ
き言いました収支もそうですけども、収入も支出のほうも不確定要素も多いわけでござい
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ますけれども、そのような中では今検討をしておるということで、試算中であるというこ
とで御承知おきいただけたらと思います。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）町民がそれを知りたかったと思うんですよ。それで、実
は、再生可能エネルギーとして、考え方は、それはいいんですけども、通常、民間で経営
する場合に、損益分岐点と、限界利益率という、計算します。それによって、その月、
年、この事業をやっていいんかということでありますが、そのような民間でされるよう
な、業者とは言いませんけども、損益分岐点が幾らなのか、限界利益率が幾らなのかとい
うような算出方法をされたことございますか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）実際にはそこまでの計算はやっていないというのが実情でご
ざいます。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）民間ではこの２つの手法のもとでその事業はどうかという
判断します。要するに限界利益率がマイナス０．１になれば、ずっとやればやるほど赤
字、もしくはプラス０．１であれば、どんどんどんどん売ればいうんですか、販売すれば
どんどんどんどんもうかるという、それが限界利益率なんです。そういう計算をされて、
本当にこの事業がどうなのかという判断の一つの一応勉強していく、勉強と言ったら失礼
な言い方ですけども、そういう指標の仕方がありますので、年間これぐらいの売り上げは
しなければならない、月にこれぐらい売り上げしなければならないいうのが一つ目安にな
りますので、今お話聞きますと、２０３４年からは半額になると、買電の価格等ですね、
本当これで収支が、これでいくと２０６２年、４０年後ですけども、私が思っておるの
は、一番最初、久城前課長のときに出されたメンテナンス費用であるとか、それから相当
変わってきていると思います。つい最近でいくと、６月、７月にバッテリーの交換、あれ
は予定外の費用だったと思うんですね。そういった、もう一度よく見直してどうなのかと
いうことで、できましたらまた、今すぐでなくてもいいので、そういった指標をちょっと
議員のほうに出していただきたいというお願いをしておきたいんですが、いかがでしょう
か。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）その辺については、御指摘のとおりちょっと勉強しまして、
どのような資料が出せるかわかりませんけれども、またお示ししたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）２点ほど質問させていただきます。
　まず１点でございますが、このたび工事請負ということで、４５０万円の補正でござい
ますが、これは歳出のほうでございます。いわゆる先ほどお話にもありましたように、バ
ッテリーの不良、あるいは今回の水路の工事の復旧ということで、発電の電力、減ってお
ると思います。当初予算では１，２００万円の歳入を見込んでいらっしゃったんですが、
今回、補正では財源のほうで歳入の減額というのは上がっておりません。これの対応とい
うのはどういうふうに考えられているかということ。
　それと、この復旧工事、先ほど説明がありましたように、収入を伴うものだから早急に
復旧をするということでございますが、この契約、早急にされるとは思いますが、この契
約の始まり、契約をいつされるかということと、その工期ですね、これについてわかる範
囲で御説明をいただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）収入のほうの減額につきましては、これにつきましては、今
のところ３月補正を考えております。
　それから、工期でございますけれども、標準工期をとりますと、やはりこの金額になり
ますと１カ月、２カ月はかかってはきますけれども、今回の災害復旧ということでござい
ますので、その辺は落札業者とも協議しながら、早期の復旧をお願いするということで御
理解いただきたいというふうに思います。
○議長（山本　芳昭君）いいですか。
　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）僕も工期のことを聞きたかったんですが、１カ月か２カ月
ということであります。
　それで、仮復旧でありますので、８０センチのポリ管を使うということですよね。資料
の中では流量が０．７５毎秒トンということですね。そうすると、発電量はどのくらいあ
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って、月の収入はどのくらい確保できるかというのを教えてください。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）やはり水量によっても大きく変わってはきますが、その管を
入れることで今の流量を確保できるということでございますので、多い月で先ほど言いま
した１８０万ぐらいは見込めるというふうには思いますが、こればかりはちょっと水量に
よっても大きく変動してくる部分がございますので、マックスがそのあたりだということ
で御理解いただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）じゃあ通常と同じぐらいの発電ができるということになる
わけですね。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）設計上ではその通常の発電ができる流量を確保したパイプに
なっております。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）関連ですが、結局、今回の仮復旧工事の費用対効果の問題
ですよね。４５０万円、この場合には丸々町の出費になるわけで、過疎債ではないので
丸々町の出費になりまして、それで、もし多ければ月に１８０万円の収入が見込めるとい
うことでしたが、それもどうなるかわからないですし、今、現場は非常に危険な状態にあ
るということは認識されていると思うんですけれども、そういったことも考えて、また落
石などで、あるいは先日も指摘がありましたけれども、何か物が詰まるというようなこと
でまた動かなくなるということもあるわけですが、そういうことを総合的に考えて、コン
サルの方とも当然相談されていると思いますけれども、総合的に考えて仮復旧したほうが
利益が出るという、そういう御判断なんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）本復旧につきましては、早くてももう来年度入ってから、４
月から測量設計ですので、早くても来年の夏以降というような復旧になろうかと思いま
す。そこまでとめておくのであれば、この費用をかけてでも仮復旧したほうがいいという
判断のもとで、今回の補正予算のほうを上程させていただきました。
　あと、現場のほうの危険じゃないか。確かにネットの中にまだひっかかったような石と
いいますか、石等もあります。ですので、この現場につきましては、以前も議員さんから
御指摘があったような、本当にこういうような大きなパイプが入れれるのかというような
御質問もあったと思いますが、そのあたりについては、落札業者とも現場のほうをきちっ
と打ち合わせしながら、そういった事故がないような、もし安全に施工ができるような製
品等でもあれば、それは柔軟に対応しながら復旧のほうに入っていきたいと思っておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）３番、岡本健三議員。
○議員（３番　岡本　健三君）一応確認しますけれども、それはコンサルの方が十分やれ
ると、やって、夏まで復旧がかかるのであれば、夏までぐらいは十分に毎月コンスタント
に発電できるという、そういう専門的に、当然聞いていると思いますけれども、一応確認
ですが、専門的にそういう判断でやっていると。それをお聞きします。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）製品は、先ほど言いました８００のパイプでしたら間違いな
く今以上の流量が確保できるということですので、ですので水路を流れる水というものは
今までどおりの水が確保できますので、発電量もその金額が確保できるということのもと
での計算でございます。あとは、先ほど言った不確定要素ですね、また石が落ちてくるん
じゃないかというようなところにつきましては、ちょっと何とも言えない部分はあります
けれども、今、この復旧をやって発電をして、来年度の本復旧までのつなぎといいます
か、発電を行うことのほうがメリットがあるというような提案も受けましたので、専門的
な知識の中のコンサルのほうの意見も踏まえながら、今回上程させていただいたというこ
とでございます。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）私は、現場を一度見させてもらって、仮復旧が妥当な判断
だというふうに思います。ただし、導水管を、パイプを入れても、どういうやり方をしよ
うが、現場を毎日目視する、そういう請負業者に請負契約をされているわけだけども、水
を流し始めて導水管に水が流れ始めてから、発電機から導水路、取水口まで必ず毎日目視
すると。だって杉枝や竹や瓦れきも含めて、あの導水路には常にそういうものが堆積する
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状態で、かなりの流量が流れれば、それはそれで一定処理、じんかいの処理でできるかも
しれませんが、やっぱり基本はね、小水力発電の場合は毎日きっちり目視して点検すると
いうことが基本だと思いますけども、改めて今回導水管を布設されるに当たって、その点
についての確認の言質をとっておきたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）実際、今、導水管の管理ということで、地元業者さんにお願
いしておりますけども、そこの中では毎日一応導水管等の見回りというものは入れており
ます。ただ、実はロックネットの裏だけは、あそこは非常に危険というか、落石等もあり
ますし、入りにくい部分でございますので、あそこだけは実は外しておるといいますか、
委託の中からではそこは毎日行くというところはちょっとやっておりませんでした。仮復
旧で暗渠になったということになれば、そののみ口、いわゆる何か物が詰まるであろうと
想定されるところ、そこの部分についてはやはり毎日でも目視をする必要があろうかとい
うふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）早急にマニュアル、委託業者との契約の中身を、導水管を
入れた、埋設したとこは、今おっしゃるようにやっぱり詰まる可能性も出てきますので、
必ず点検をするような委託契約の中身をきっちり明記していただくように確認をしたいと
思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）こればっかりは交渉事といいますか、相手のこともございま
すので、そのような管理をしてくださいというようなことのお願いはさせていただこうと
思っております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）相手のことがあるいって、先ほどからいろいろ議論がある
けども、やっぱり行政として必ずこれはやっていただかなければ、また二次災害とか、い
ろんな事故が起こる危険性があるから、絶対これだけはきちっとやってほしいと、そのた
めにロックネットの内側に暗渠を入れてやられるわけだからね、せっかく４５０万も使っ
て、また再発したら大変なことですからね、やっぱりそこは町としてきちっとやってもら
いたいし、町長、どうなんですか。ああいう曖昧な答弁じゃだめですよ。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）小水力発電の中で導水路の管理というのは本当に一番重要な部分
だというふうに思ってますし、また、被害があった場合の影響というのも大きいし、当
然、どういいましょうか、水路の下が県道という状況にありますので、二次的な被害的な
ところもやはり起こり得る場所でありますので、その辺の管理につきましては、私のほう
からも業者との中できっちりと委託のお話をさせていただきたいというふうに思ってま
す。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）１点だけ。今まで事故が起きて復旧とかいろいろあったと
きに、コンサルというのは、具体的に名前言って申しわけないんですけど、けいせい何と
かさんですか、関東の。ちょっとお聞きしたいんですが。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）今回の仮復旧もですけれども、荒谷建設コンサルタントとい
う、かなりこの辺では手広くやっておられる大きな、大手のほうのコンサルタントでござ
います。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）大きな会社のコンサルタントということですけども、実は
ちょうど１年前に環境の関係の研修会で関金のほうの水路を見に行って、皆さんで、そこ
は日南町の今回の水力発電も関係してたということで、いろんなところの状況を知ってお
られます。それから、ちょうどその事故が起きたときに、中海テレビが３０分間、「日野
川物語」で導水路のとこをずっとテレビでしておりまして、それを見ておったときに、本
当に点検できやすいように、溝口のほうですけど、具体的に言いますと、本当にオーバー
フローしたら横にちゃんとまた溝がありますよいう形もあったわけです。導水管が命なの
で、血液の血管みたいなものですから、そこのコンサルタント自身が本当に日南町の石見
のこの導水管についてどうなのかと、もしあれだったらそういった、今まで初めて知った
落石があったということなので、本当見ていただければ、これはだめだなということを判
断できるんかなと。逆に大手だから余計、いろんなケースを知っておられるから我々安心
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して、恐らく町のほうもコンサルタントをしたと思うんですけど、やはりコンサルももう
少し見ていただくか、どうあるべきかということを、再点検をしていただくようなことじ
ゃないと、また起きますよと、イタチごっこになって、また起きた、また起きたになりま
すのでね、ちょっと今聞いてあれですけど、私も１年前に見学に行ったときのコンサルタ
ント、導水路を知ってた会社があったもんで、そことは、住民課長、よくお話しされてい
るでしょう。そこの意見はどうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）その業者さんは京葉プラントだと思いますが、そこはプラン
トの設計のほうをやっておる、いわゆる京葉ガスグループの会社でございまして、どちら
かというと水力発電等の経営等のほうをメーンにされておるところでございます。ただ、
中にはいわゆるダム水路管理者、いわゆる水路の管理をされる職員さんも常駐、鳥取県に
させて、県内の水力発電等の経営をされておりますので、そういった方にはまた意見等も
頂戴しながらやっていこうと思います。
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第４、議案第９６号、令和元年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正
予算（第２号）の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）これより採決を行います。
　議案第９６号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）お諮りいたします。本臨時会に付議された案件は以上をもって全
て議了いたしました。これをもって会議を閉じ、閉会といたしたいと思いますが、これに
御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、令和元年第７回日南町議会臨時
会の会議を閉じ、閉会といたします。御協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時２１分閉会
　　　　───────────────────────────────
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